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一
九
一
〇
年
代
慶
應
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
間
の
教
員
招
聘
過
程 

―
―
Ｒ
・
Ｊ
・
レ
イ
を
中
心
に（

（
（

―
―

姜　
　
　

兌　
　
　
　

玧

一
、
は
じ
め
に

二
、
招
聘
に
至
る
ま
で
の
背
景

三
、「
ロ
ー
ウ
ェ
ル
・
慶
應
関
係
文
書
：
一
九
〇
九
―
一
九
〇
四
」

四
、
慶
應
・
ハ
ー
バ
ー
ド
関
係
を
巡
る
幾
つ
か
の
示
唆
点

五
、
お
わ
り
に一

、
は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
慶
應
義
塾
大
学
に
お
け
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
か
ら
の
経
済
学
科
教
員
招
聘
過
程
に
つ
い
て
、
一
九
一
一
年
に
慶
應
義
塾

大
学
部
に
赴
任
し
た
レ
イ
（Robert Jackson Ray

）
を
事
例
と
し
て
具
体
的
に
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
お
雇
い
外
国
人
」
と
い
う
言
葉
に
代
弁
さ
れ
る
よ
う
に
、
幕
末
・
明
治
日
本
は
「
文
明
開
化
」
を
掲
げ
て
積
極
的
な
西
洋
近
代

化
に
取
り
組
む
際
に
、
多
く
の
西
洋
人
を
も
雇
い
入
れ
た
。
金
井
圓
の
研
究
に
よ
る
と
、
明
治
政
府
は
条
約
改
正
に
と
も
な
い
外
国
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人
雇
い
入
れ
規
則
が
廃
止
さ
れ
る
一
八
九
九
年
ま
で
の
約
三
〇
年
間
に
、
政
府
（
官
傭
）、
民
間
（
私
傭
）
を
併
せ
て
毎
年
六
〇
〇
な

い
し
九
〇
〇
人
の
外
国
人
を
雇
っ
た（

（
（

。
こ
う
し
た
流
れ
の
一
環
と
し
て
、
大
学
と
い
っ
た
教
育
機
関
に
お
い
て
も
多
く
の
西
洋
人
教

員
が
招
聘
さ
れ
た
。
明
治
初
期
に
は
政
府
の
主
導
下
で
東
京
開
成
学
校
、
東
京
医
学
校
、
東
京
大
学
等
公
立
教
育
機
関
を
中
心
に
招

聘
作
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
関
連
研
究
も
公
立
学
校
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い（

（
（

。
一
方
で
私
立
の
外
国
人

教
師
に
対
し
て
は
、「
私
学
雇
入
外
国
教
師
条
約
文
例
」
の
布
達
の
も
と
、
文
部
省
管
轄
の
許
可
制
（
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
一
月
）

や
届
出
制
（
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
）
と
し
て
雇
用
が
行
わ
れ
た（

（
（

。

　

こ
う
し
た
時
代
状
況
の
下
で
、
慶
應
義
塾
に
お
い
て
も
次
第
に
外
国
人
教
師
の
招
聘
が
活
発
に
行
わ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
注
目
す

る
と
こ
ろ
は
、
こ
う
し
た
招
聘
の
具
体
的
な
過
程
、
特
に
、
日
本
か
ら
招
聘
の
依
頼
を
受
け
た
出
向
先
で
は
ど
の
よ
う
な
や
り
と
り

が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
の
事
例
研
究
の
一
つ
と
し
て
、
慶
應
の
要
請
に
よ
り
一
九
一
一
年
に
理
財
科
・
政
治

科
の
教
授
と
し
て
ハ
ー
バ
ー
ド
か
ら
赴
任
し
た
レ
イ
を
取
り
上
げ
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
所
蔵
の
「
ロ
ー
ウ
ェ
ル
・

慶
應
関
係
文
書
、
一
九
〇
九
―
一
九
一
四（

（
（

」
を
通
し
て
、
ハ
ー
バ
ー
ド
の
内
で
ど
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
行
わ
れ
、
最
終
的
に
レ
イ

が
慶
應
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
を
、
概
ね
確
認
で
き
た
。
本
稿
で
は
そ
の
資
料
を
紹
介
し
た
上
で
、
慶
應
・
ハ
ー
バ
ー
ド

間
の
教
員
招
聘
を
巡
る
幾
つ
か
の
示
唆
点
に
つ
い
て
も
、
考
察
を
試
み
る
。

二
、
招
聘
に
至
る
ま
で
の
背
景

　

レ
イ
招
聘
の
背
景
を
知
る
に
は
、
慶
應
義
塾
の
大
学
部
設
立
当
時
ま
で
遡
る
必
要
が
あ
る
。

　

一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
制
定
さ
れ
た
「
帝
国
大
学
令
」
に
よ
り
、
東
京
大
学
は
東
京
帝
国
大
学
に
改
称
さ
れ
、
分
科
別
大
学

や
大
学
院
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
学
制
制
度
の
変
化
を
契
機
に
、
慶
應
義
塾
で
も
大
学
部
設
置
の
話
が
議
論
さ
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れ
は
じ
め
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
は
義
塾
で
も
初
め
て
大
学
部
法
律
科
、
理
財
科
、
文
学
科
が
設
置
さ
れ
た
。
当
時
福
沢

諭
吉
は
大
学
部
設
置
に
あ
た
っ
て
、
一
八
八
九
（
明
治
二
三
）
年
に
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
会
宣
教
師（

（
（

の
ナ
ッ
プ
（A

rthur M
ay 

K
napp

）
を
介
し
て
、
当
時
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
総
長
で
あ
る
エ
リ
オ
ッ
ト
（Charles W

illiam
 Eliot

）
に
親
書
を
送
る
な
ど
話
し

合
い
、
そ
の
結
果
、
ウ
ィ
グ
モ
ア
（John H

enry W
igm

ore

）、
ド
ロ
ッ
パ
ー
ス
（Garrett D

roppers

）、
リ
ス
カ
ム
（W

illiam
 

Shields Liscom
b

）
の
三
名
が
そ
れ
ぞ
れ
法
律
科
、
理
財
科
、
文
学
科
の
主
任
教
師
と
し
て
招
聘
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（

（
（

。
福
沢
は

一
八
八
九
年
四
月
に
送
っ
た
エ
リ
オ
ッ
ト
宛
の
書
簡
に
お
い
て
「
ア
メ
リ
カ
の
最
高
学
府
と
日
本
の
教
育
機
関
と
の
間
に
一
層
親
密

な
関
係
を
確
立
し
た
い
と
私
達
学
校
当
局
は
望
ん
で
お
り
ま
す
」
と
述
べ
た
上
で
、
大
学
部
設
置
の
際
に
「
慶
應
義
塾
へ
送
ら
れ
る

教
授
陣
の
中
か
ら
一
人
を
選
び
、
日
本
人
学
生
の
貴
大
学
へ
の
入
学
予
備
試
験
を
行
な
う
よ
う
正
式
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
」、
さ
ら

に
は
「
慶
應
義
塾
の
教
授
陣
を
次
第
に
ハ
ー
バ
ー
ド
卒
業
の
人
達
で
埋
め
て
ゆ
き
、
教
科
目
や
教
授
法
を
で
き
る
だ
け
ハ
ー
バ
ー
ド

の
組
織
や
実
際
に
近
づ
け
て
い
き
、
ま
た
試
験
法
も
同
じ
く
進
め
て
行
っ
て
、
遂
に
は
学
位
試
験
に
ま
で
お
よ
ぼ
す
、
言
葉
を
か
え

て
言
え
ば
、
我
々
の
学
校
を
、
あ
る
意
味
で
ハ
ー
バ
ー
ド
の
日
本
分
校
（a Japanese Branch of H

arvard U
niversity

）
に
す
る（

（
（

」

と
述
べ
、
ハ
ー
バ
ー
ド
を
「
ア
メ
リ
カ
の
最
高
学
府
」
で
あ
る
と
高
評
価
し
つ
つ
、
慶
應
義
塾
を
ハ
ー
バ
ー
ド
の
「
分
校
」
に
し
た

い
と
言
っ
て
い
る
ほ
ど
、
強
い
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
結
ぶ
こ
と
を
構
想
し
て
い
た
。

　

三
人
の
招
聘
教
師
の
う
ち
、
ウ
ィ
グ
モ
ア
は
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
に
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
、
そ
の
後
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン

大
学
に
在
職
し
た
。
同
年
に
リ
ス
カ
ム
も
病
気
で
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
す
る
。
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
一
月
、
福
沢
は
エ
リ
オ
ッ

ト
に
リ
ス
カ
ム
の
後
任
者
と
な
る
文
学
部
教
師
の
招
聘
を
依
頼
す
る
書
簡
を
送
り
、
そ
こ
に
は
具
体
的
な
契
約
条
件
が
明
記
さ
れ
て

い
た（

（
（

。
そ
れ
は
後
述
す
る
レ
イ
の
契
約
条
件
と
殆
ど
同
様
の
内
容
で
、
一
八
九
八
年
の
時
点
で
教
員
招
聘
契
約
の
原
型
が
出
来
上

が
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
福
沢
と
エ
リ
オ
ッ
ト
と
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
リ
ス
カ
ム
の
後
任
者
と
し
て
ペ
リ
ー

（T
hom

as Sergeant Perry

）
が
文
学
科
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
る
。
福
沢
は
同
年
六
月
九
日
に
、
ペ
リ
ー
の
斡
旋
を
感
謝
す
る
書
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簡
を
エ
リ
オ
ッ
ト
に
送
っ
て
い
る（

（1
（

。

　

一
八
九
八
年
五
月
に
は
、
ド
ロ
ッ
パ
ー
ス
が
帰
国
の
意
志
を
示
す
。
当
時
の
慶
應
義
塾
長
鎌
田
栄
吉
は
、
エ
リ
オ
ッ
ト
に
書
簡
を

送
り
、
ド
ロ
ッ
パ
ー
ス
の
後
任
者
の
招
聘
を
依
頼
し
た
。
そ
の
際
の
契
約
条
件
も
、
一
八
九
八
年
の
も
の
と
殆
ど
同
様
で
あ
る（

（1
（

。
こ

れ
に
よ
り
、
ド
ロ
ッ
パ
ー
ス
の
後
任
と
し
て
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ス
（Enoch H
ow

ard V
ickers

）
が
赴
任
す
る
。
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ス
は
一
八

九
九
年
か
ら
一
九
一
〇
年
ま
で
理
財
科
と
政
治
科
に
勤
め
、
経
済
学
原
理
、
近
世
経
済
史
、
経
済
学
史
、
財
政
学
、
経
済
史
、
商
業

政
策
、
社
会
問
題
、
労
働
問
題
等
の
科
目
を
担
当
し
た（

（1
（

。
そ
し
て
一
九
一
〇
年
、
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ス
の
任
期
満
了
に
つ
き
、
慶
應
は
再

び
ハ
ー
バ
ー
ド
に
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ス
の
後
任
者
招
聘
を
依
頼
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ス
の
後
任
と
し
て
、
レ
イ
が
一
九
一

一
年
か
ら
慶
應
に
赴
任
す
る
。

　

以
上
の
背
景
を
踏
ま
え
た
上
で
、
以
下
で
は
「
ロ
ー
ウ
ェ
ル
・
慶
應
関
係
文
書
」
に
記
さ
れ
て
い
る
、
レ
イ
の
受
け
入
れ
過
程
に

つ
い
て
眺
め
た
い
。

三
、「
ロ
ー
ウ
ェ
ル
・
慶
應
関
係
文
書
：
一
九
〇
九
―
一
九
〇
四
」

・
一
九
一
〇
．
八
．
二
七
　
鎌
田
→
ロ
ー
ウ
ェ
ル（

（1
（

　

鎌
田
は
当
時
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
総
長
ロ
ー
ウ
ェ
ル
宛
に
、
エ
リ
オ
ッ
ト
元
総
長
と
や
っ
て
き
た
の
と
同
様
に
、
教
員
の
招
聘
を

依
頼
す
る
。
鎌
田
が
記
し
た
契
約
条
件
及
び
待
遇
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ハ
ー
バ
ー
ド
出
身
で
あ
る
こ
と

担
当
科
目
：
経
済
学
史
・
経
済
学
理
論
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担
当
時
間
：
週
一
五
時
間
上
限

契
約
期
間
：
三
年
、
双
方
の
同
意
下
で
更
新
可
能

報
酬
：
一
年
目
三
六
〇
〇
円
、
二
年
目
三
九
〇
〇
円
、
三
年
目
四
二
〇
〇
円

旅
費
：
片
道
六
〇
〇
円
、
往
復
分
を
支
給

　

今
回
の
招
聘
は
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ス
の
後
任
人
選
で
、
彼
が
一
二
月
に
帰
国
す
る
た
め
、
次
の
春
学
期
ま
で
間
に
合
う
よ
う
に
紹
介
が

で
き
れ
ば
嬉
し
い
が
、「
早
く
」
の
紹
介
よ
り
は
「
良
い
」
人
を
紹
介
し
て
く
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
一
～
二
学
期
ほ
ど

空
席
の
ま
ま
で
待
つ
意
向
も
あ
る
と
、
鎌
田
は
記
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
鎌
田
は
既
に
、
周
り
か
ら
の
推
薦
を
受
け
て
特
定
の
「
良
い
」
教
員
を
念
頭
に
置
い
て
い
て
、
受
け
入
れ
を
希
望
す
る
後

任
者
候
補
二
人
の
名
前
を
明
記
し
て
い
る
。
ホ
ル
コ
ム
（A

rthur N
orm

an H
olcom

be

（
（1
（

）
と
ヒ
ュ
ー
ス
（Charles Phillips H

use

）

で
あ
る
。

　

ヒ
ュ
ー
ス
は
ハ
ー
バ
ー
ド
で
文
学
士
（A

.B., 1904
）、
文
学
修
士
（A

.M
., 1905

）、
博
士
（Ph.D

., 1907

）
学
位
を
取
得
し
た
人
物

で
あ
る
。
専
攻
は
経
済
学
、
中
で
も
公
共
財
政
で
、
博
士
論
文
の
タ
イ
ト
ル
は
「
ボ
ス
ト
ン
の
財
政
史
―
一
八
二
二
～
一
八
五
九

年
」
で
あ
る（

（1
（

。
こ
れ
は
一
九
一
六
年
に
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
て
お
り
、
一
九
一
六
年
の
時
点
で
ヒ
ュ
ー
ス
は
ボ
ス
ト
ン
大
学
の

助
教
授
に
勤
め
て
い
た（

（1
（

。
書
簡
の
時
期
で
あ
る
一
九
一
〇
年
に
ヒ
ュ
ー
ス
は
、
経
済
学
科
の
講
師
（Instructor

）
と
し
て
ハ
ー

バ
ー
ド
に
在
職
し
て
お
り（

（1
（

、
大
学
公
開
講
座
行
政
委
員
会
（T

he A
dm

inistrative Board for U
niversity Extension

）
に
も
所
属

さ
れ
て
い
た（

（1
（

。
同
年
度
の
講
義
に
関
し
て
は
、「
貨
幣
」、「
自
治
体
財
政
」
科
目
を
担
当
し
て
お
り（

（1
（

、
当
時
経
済
学
科
長

（Chairm
an

）
で
あ
っ
た
タ
ウ
シ
グ
（Frank W

illiam
 T

aussig

）
教
授
の
「
経
済
学
原
理
」
授
業
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
も
あ
っ
た（

（2
（

。

ま
た
、
一
九
〇
五
年
に
は
「H

enry Lee Fellow
ship

」
に
選
ば
れ
て
い
た（

（2
（

。
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ホ
ル
コ
ム
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
で
文
学
士
（
一
九
〇
六
）
と
博
士
学
位
（
一
九
〇
九
）
を
取
得
し
た
。
専
攻
は
経
済
学
、
中
で
も
公

共
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
、
博
士
論
文
の
タ
イ
ト
ル
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
お
け
る
電
話
共
有
権
」
で
あ
る（

（2
（

。
彼
は
と
て
も
優
秀
だ
っ

た
よ
う
で
、「
全
て
の
科
目
に
お
け
る
優
秀
」
と
「
専
門
分
野
に
お
け
る
最
高
優
秀
」
両
方
の
理
由
か
ら
最
高
優
秀
文
学
士
（A

.B. 

sum
m

a cum
 laude

）
を
取
得
し
て
お
り（

（2
（

、
さ
ら
に
政
治
学
で
「
最
高
優
等
生
（H

ighest H
onors

）」、
行
政
学
と
経
済
学
で
「
選
外

優
秀
（H

onorable M
ention

）」
に
選
ば
れ
た（

（2
（

。
一
九
〇
七
年
と
一
九
〇
八
年
に
は
「Rogers Fellow

ship

」
を
受
け
て
ド
イ
ツ
と

フ
ラ
ン
ス
に
一
年
ず
つ
留
学
し
、
一
九
〇
八
年
に
は
「
英
国
の
電
話
産
業
」
と
い
う
論
文
で
「T

he Bow
doin Prize

」
を
受
賞
し
、

二
〇
〇
ド
ル
の
賞
金
が
授
与
さ
れ
た（

（2
（

。
一
九
一
〇
年
に
は
ハ
ー
バ
ー
ド
行
政
学
科
の
講
師
と
し
て
在
籍
し
て
お
り
、
博
士
論
文
で

「T
he D

avid A
. W

ells Price

」
を
受
賞
し
五
〇
〇
ド
ル
の
賞
金
が
授
与
さ
れ
た（

（2
（

。
講
義
に
関
し
て
は
、「
政
党
の
歴
史
と
組
織
」

や
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
自
治
体
の
オ
ー
ナ
シ
ッ
プ
と
調
整
」
科
目
を
担
当
し
た（

（2
（

。
ホ
ル
コ
ム
は
一
九
一
〇

年
か
ら
一
九
五
五
年
ま
で
ハ
ー
バ
ー
ド
に
在
職
し
な
が
ら
、
同
大
学
に
お
け
る
行
政
学
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
基
礎
を
作
り
、
一
九
五

四
年
に
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
か
ら
名
誉
文
学
博
士
が
授
与
さ
れ
た
。
弟
子
の
中
に
は
キ
シ
ン
ジ
ャ
ー
元
国
務
長
官
や
ロ
ッ
ジ
元
国
連

大
使
が
い
て
、
ま
た
ケ
ネ
デ
ィ
元
大
統
領
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
彼
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
た
と
い
う（

（2
（

。

　

一
九
〇
六
年
と
一
九
〇
九
年
、
ホ
ル
コ
ム
と
ヒ
ュ
ー
ス
は
共
に
「
経
済
学
原
理
」
授
業
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
担
当
し
て
い
た（

（2
（

。
両

者
が
知
り
合
い
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
鎌
田
は
書
簡
で
「
周
り
の
推
薦
か
ら
あ
が
っ
た
二
人
の
候
補
者
」
と
し
か
記
し
て
い

な
い
た
め
、
二
人
を
知
っ
た
具
体
的
な
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
。
後
述
す
る
が
、
当
時
慶
應
の
理
財
科
教
師
と
し
て
在
籍
し
て
い
た

ハ
ー
バ
ー
ド
出
身
の
マ
ク
ラ
レ
ン
（W

alter W
allace M

claren
）
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
経
済
学
科
と
も
交
流
を
続
け
て
い
た
た
め
、

そ
こ
か
ら
の
繫
が
り
で
は
な
い
か
と
、
現
時
点
で
は
推
測
す
る
の
み
で
あ
る
。
マ
ク
ラ
レ
ン
は
一
九
〇
五
年
に
、
ヒ
ュ
ー
ス
と
一
緒

に
「H

enry Lee Fellow
ship

」
に
選
ば
れ
て
い
た
。
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・
一
九
一
〇
．
一
〇
．
三
一
　

タ
ウ
シ
グ
→
ロ
ー
ウ
ェ
ル（

（3
（

　

当
時
ハ
ー
バ
ー
ド
の
大
学
経
済
学
科
長
タ
ウ
シ
グ
が
、
ロ
ー
ウ
ェ
ル
宛
に
招
聘
の
件
に
つ
い
て
書
簡
を
送
る
。
文
頭
で
タ
ウ
シ
グ

は
「
私
は
招
聘
の
件
（Japan Professorship

）
を
忘
れ
て
い
な
い
」
と
書
い
て
い
る
。
総
長
で
あ
る
ロ
ー
ウ
ェ
ル
が
担
当
学
科
に

招
聘
の
件
を
伝
え
、
適
任
者
人
選
作
業
を
任
せ
る
流
れ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
日
付
か
ら
考
え
て
鎌
田
の
八
月
の
書
簡
以
来
、
二
か

月
間
進
展
が
な
か
っ
た
こ
と
も
伺
え
る
。
実
際
、
鎌
田
は
前
述
の
八
月
二
七
日
付
書
簡
が
届
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
心

配
し
、
九
月
二
一
日
に
八
月
二
七
日
付
書
簡
の
コ
ピ
ー
を
同
封
し
て
も
う
一
度
ロ
ー
ウ
ェ
ル
に
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。

　

続
け
て
タ
ウ
シ
グ
は
、
適
任
者
を
探
す
こ
と
が
大
変
で
あ
る
と
述
べ
な
が
ら
、
相
応
し
い
と
思
う
人
物
一
人
に
意
向
を
聞
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
ロ
ー
ウ
ェ
ル
に
、
現
在
適
任
者
を
調
べ
て
い
て
、
日
本
に
い
る
同
僚
と
も
そ
の
件
に
関
し

て
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
最
中
で
あ
る
と
慶
應
に
公
式
的
に
伝
え
て
ほ
し
い
と
、
記
し
て
い
る
。「
日
本
に
い
る
同
僚
」
は
、
マ

ク
ラ
レ
ン
と
考
え
ら
れ
る
。

・
一
九
一
〇
．
一
一
．
三
〇
　
タ
ウ
シ
グ
→
ロ
ー
ウ
ェ
ル（

（3
（

　

タ
ウ
シ
グ
は
ロ
ー
ウ
ェ
ル
に
繰
り
返
し
、
鎌
田
の
要
請
に
相
応
し
い
人
物
を
探
す
作
業
が
難
航
で
あ
る
と
述
べ
な
が
ら
、
経
済
学

科
の
提
案
に
従
い
、
当
時
慶
應
に
勤
め
て
い
た
マ
ク
ラ
レ
ン
教
授
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ク
ラ

レ
ン
に
現
時
点
で
見
つ
け
た
一
人
の
人
物
を
紹
介
し
、
意
見
を
伺
っ
て
い
る
と
、
ロ
ー
ウ
ェ
ル
に
伝
え
て
い
る
。
そ
の
人
物
の
名
前

は
書
簡
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
元
ハ
ー
バ
ー
ド
の
経
済
学
科
学
生
で
講
師
の
経
験
が
あ
り
、
そ
の
後
は
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン

大
学
に
勤
め
て
い
る
人
物
で
あ
る
と
、
タ
ウ
シ
グ
は
紹
介
し
て
い
る
。
マ
ク
ラ
レ
ン
も
こ
の
人
物
を
知
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
人
物

に
公
式
的
な
提
案
を
す
る
前
に
マ
ク
ラ
レ
ン
の
意
見
を
聞
い
た
方
が
良
い
と
、
タ
ウ
シ
グ
は
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
再
び
、
学
期
中

に
は
適
任
者
を
探
す
こ
と
が
大
変
で
あ
る
と
述
べ
な
が
ら
、
も
し
マ
ク
ラ
レ
ン
が
上
述
の
人
物
を
相
応
し
い
と
思
わ
な
い
場
合
、
他
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の
人
が
探
せ
る
か
が
と
て
も
懐
疑
的
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

　

マ
ク
ラ
レ
ン
は
、
一
九
〇
八
年
か
ら
一
九
一
四
年
ま
で
慶
應
義
塾
大
学
の
理
財
科
と
政
治
科
に
勤
め
て
い
た
。
彼
は
一
八
九
九
年

と
一
九
〇
二
年
に
カ
ナ
ダ
の
ク
イ
ー
ン
ズ
大
学
か
ら
文
学
士
（A

.M

）
と
神
学
士
（S.T

.B

）
を
取
得
し
、
一
九
〇
八
年
に
は
「
カ
ナ

ダ
の
関
税
史
」
と
い
う
論
文
で
ハ
ー
バ
ー
ド
か
ら
博
士
を
取
得
し
た（

（3
（

。
慶
應
で
は
「
経
済
史
」、「
経
済
学
史
」、「
近
世
経
済
史
」
を

教
え
た（

（3
（

。
タ
ウ
シ
グ
が
提
案
し
て
い
る
人
物
が
誰
か
に
つ
い
て
は
、
定
か
で
は
な
い
。

・
一
九
一
〇
．
一
二
．
一
　

ロ
ー
ウ
ェ
ル
→
鎌
田（

（3
（

　

ロ
ー
ウ
ェ
ル
は
右
の
タ
ウ
シ
グ
書
簡
を
同
封
し
な
が
ら
鎌
田
に
、
人
選
作
業
が
順
調
で
は
な
い
と
現
在
の
状
況
を
伝
え
て
い
る
。

ま
た
、
鎌
田
が
希
望
し
て
い
た
ホ
ル
コ
ム
や
ヒ
ュ
ー
ス
の
招
聘
は
、「
恐
れ
入
る
が
完
全
に
論
外
（I fear, w

holly out of 

question

）」
で
、
無
理
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
。「
ロ
ー
ウ
ェ
ル
・
慶
應
関
係
文
書
、
一
九
〇
九
―
一
九
一
四
」
に
、
ロ
ー
ウ
ェ
ル

と
ホ
ル
コ
ム
や
ヒ
ュ
ー
ス
と
の
や
り
と
り
は
な
い
。
書
簡
以
外
の
方
法
で
交
渉
を
試
み
た
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は

ロ
ー
ウ
ェ
ル
の
自
己
判
断
で
論
外
で
あ
る
と
思
っ
た
の
か
、
定
か
で
は
な
い
。

・
一
九
一
〇
．
一
二
．
九
　
タ
ウ
シ
グ
→
ロ
ー
ウ
ェ
ル（

（3
（

　

タ
ウ
シ
グ
は
ロ
ー
ウ
ェ
ル
に
、
マ
ク
ラ
レ
ン
の
意
見
を
伝
え
る
。
マ
ク
ラ
レ
ン
は
、
タ
ウ
シ
グ
が
提
案
す
る
人
物
が
疑
い
の
余
地

な
く
満
足
で
き
る
人
物
で
あ
る
か
に
つ
い
て
疑
問
を
持
っ
て
い
る
と
、
否
定
的
な
見
解
を
示
し
た
。
さ
ら
に
マ
ク
ラ
レ
ン
は
タ
ウ
シ

グ
に
、
学
期
中
に
候
補
者
を
無
理
に
探
す
よ
り
、
学
期
が
終
わ
る
ま
で
待
っ
た
方
が
良
い
と
い
う
意
見
を
も
伝
え
て
い
る
。
こ
う
し

た
マ
ク
ラ
レ
ン
の
意
見
に
基
づ
い
て
、
タ
ウ
シ
グ
は
、
他
の
人
物
を
探
す
つ
も
り
で
は
あ
る
が
、
現
時
点
で
候
補
者
は
い
な
い
と
、

ロ
ー
ウ
ェ
ル
に
述
べ
て
い
る
。
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・
一
九
一
〇
．
一
二
．
一
〇
　
ロ
ー
ウ
ェ
ル
→
鎌
田（

（3
（

　

ロ
ー
ウ
ェ
ル
は
一
二
月
一
日
付
タ
ウ
シ
グ
の
書
簡
を
同
封
し
、
鎌
田
に
現
在
の
状
況
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
良
い
人
材
は
大
体

一
年
単
位
で
契
約
が
結
ば
れ
て
い
る
た
め
、
学
期
中
に
相
応
し
い
人
物
を
探
す
こ
と
は
と
て
も
大
変
で
、
今
年
度
の
学
期
末
ま
で
候

補
者
推
薦
を
待
っ
て
い
た
だ
け
る
か
と
、
鎌
田
に
意
向
を
伺
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
鎌
田
は
一
九
一
一
年
一
月
二
〇
日
付
書

簡
で
、
努
力
に
感
謝
し
九
月
ま
で
待
つ
意
向
が
あ
る
と
返
信
し
た
。

・
一
九
一
〇
．
一
二
．
一
二
　

ロ
ー
ウ
ェ
ル
→
タ
ウ
シ
グ（

（3
（

　

ロ
ー
ウ
ェ
ル
は
タ
ウ
シ
グ
に
、「Robert H
ale

」
は
当
分
の
間
そ
の
提
案
を
受
け
入
れ
な
い
で
あ
ろ
う
、
な
ぜ
な
ら
彼
は
現
在
自

分
に
ピ
ッ
タ
リ
の
仕
事
（H

e has got exactly w
hat suite him

）
に
就
い
て
い
る
し
、
こ
こ
を
離
れ
て
海
外
に
行
く
こ
と
を
望
ま

な
い
、
と
い
う
内
容
の
書
簡
を
送
っ
た
。
文
脈
か
ら
考
え
て
、
タ
ウ
シ
グ
が
事
前
に
「Robert H

ale

」
と
い
う
人
物
を
候
補
者
に

挙
げ
て
ロ
ー
ウ
ェ
ル
に
意
見
を
聞
い
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

こ
こ
で
ロ
ー
ウ
ェ
ル
が
言
っ
て
い
る
人
物
は
ヘ
イ
ル
（Robert Lee H

ale

）
と
考
え
ら
れ
る
。
ヘ
イ
ル
は
一
九
〇
二
年
に
ハ
ー

バ
ー
ド
カ
レ
ッ
ジ
に
入
学
し
、
成
績
優
秀
者
（cum

 laude
）
と
し
て
一
九
〇
六
年
に
卒
業
し
た
。
彼
の
元
々
の
関
心
事
は
法
律
で

あ
っ
た
が
、
在
学
中
に
経
済
学
に
も
興
味
を
持
ち
、
タ
ウ
シ
グ
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
引
き
続
き
大
学
院
で
修
学
す
る
こ
と
を
決

め
た
。
彼
は
一
九
〇
六
年
ハ
ー
バ
ー
ド
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
進
学
し
、
一
九
〇
七
年
に
文
学
士
、
一
九
〇
九
年
に
は
法
学
学
士
（LL.

B.

）
を
取
得
、
翌
年
に
は
イ
リ
ノ
イ
州
の
弁
護
士
資
格
を
取
得
し
た
。
一
九
一
〇
年
に
ヘ
イ
ル
は
ハ
ー
バ
ー
ド
に
在
籍
し
て
お
ら
ず
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
通
信
会
社
（A

T

＆T

）
で
勤
務
し
て
い
た
。
大
学
院
在
籍
中
に
ヘ
イ
ル
は
、
経
済
学
科
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し

て
も
勤
め
な
が
ら
、「
初
級
経
済
学
」
授
業
を
担
当
し
た
。
ま
た
一
九
〇
八
年
前
後
の
時
期
に
は
ロ
ー
ウ
ェ
ル
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と

し
て
も
働
き
、
彼
の
著
作
刊
行
作
業
を
補
助
し
た（

（3
（

。
タ
ウ
シ
グ
と
ロ
ー
ウ
ェ
ル
の
間
で
ヘ
イ
ル
の
名
前
が
挙
が
っ
た
の
は
、
こ
う
し
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た
背
景
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
一
九
一
一
．
二
．
二
五
　

タ
ウ
シ
グ
→
ロ
ー
ウ
ェ
ル（

（3
（

　

タ
ウ
シ
グ
は
ロ
ー
ウ
ェ
ル
に
、「
ピ
ッ
タ
リ
な
人
物
（an excellent fit

）」
を
見
つ
け
て
、
本
人
が
承
諾
す
る
か
様
子
見
中
で
あ

る
と
、
短
い
メ
モ
を
送
っ
て
い
る
。

・
一
九
一
一
．
三
．
八
　

タ
ウ
シ
グ
→
ロ
ー
ウ
ェ
ル（

（4
（

　

タ
ウ
シ
グ
は
ロ
ー
ウ
ェ
ル
に
、
候
補
者
本
人
の
意
志
確
認
が
終
わ
り
、
正
式
な
推
薦
者
と
し
て
レ
イ
（Robert Jackson Ray

）

を
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
タ
ウ
シ
グ
は
レ
イ
の
略
歴
を
紹
介
す
る
。
彼
は
カ
ン
ザ
ス
大
学
を
卒
業
し
、
在
学
中
一
年
間
は
学
生
と
講
師
を
兼
任
し
た
。

文
学
士
を
取
得
し
た
彼
が
ハ
ー
バ
ー
ド
の
大
学
院
に
入
っ
た
の
は
一
九
〇
九
年
で
、
大
学
院
で
の
業
績
が
認
め
ら
れ
、「H

enry 

Lee Fellow
ship

」
に
選
ば
れ
た
。
性
格
の
面
に
お
い
て
も
、
レ
イ
は
慶
應
が
求
め
て
い
る
特
別
な
ニ
ー
ズ
（the special needs

）

に
合
う
よ
う
な
性
格
の
持
ち
主
で
、
慎
重
で
思
慮
深
い
喋
り
方
を
し
、
素
晴
ら
し
い
存
在
感
と
講
義
力
を
持
っ
て
い
る
と
、
タ
ウ
シ

グ
は
記
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
推
薦
に
あ
た
っ
て
は
、
当
時
ハ
ー
バ
ー
ド
経
済
学
科
所
属
で
東
京
帝
国
大
学
に
勤
め
た
経
験
の
あ
る
、
ま
た
、
レ

イ
を
よ
く
知
っ
て
い
て
、
日
本
で
の
教
職
業
務
は
彼
に
合
う
は
ず
で
あ
ろ
う
と
い
う
ス
プ
レ
イ
グ
（O

liver M
itchell W

entw
orth 

Sprague

）
教
授
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
と
、
タ
ウ
シ
グ
は
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
に
い
る
マ
ク
ラ
レ
ン
の
友
達
と

も
相
談
を
し
、
彼
ら
は
、
マ
ク
ラ
レ
ン
が
言
っ
て
い
た
慶
應
の
ニ
ー
ズ
か
ら
考
え
て
、
レ
イ
は
慶
應
に
相
応
し
い
人
物
で
あ
る
こ
と

に
同
意
し
た
と
、
タ
ウ
シ
グ
は
記
し
た
。
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レ
イ
は
、
春
学
期
ま
で
は
準
備
が
間
に
合
わ
な
い
上
に
個
人
的
な
仕
事
も
残
っ
て
い
る
の
で
、
秋
か
ら
の
赴
任
を
希
望
し
て
お
り
、

契
約
条
件
に
関
し
て
は
、
住
居
の
問
題
が
書
か
れ
て
な
か
っ
た
の
で
、
給
与
が
所
得
税
の
賦
課
対
象
で
あ
る
分
、
住
宅
補
助
を
求
め

て
い
る
と
、
タ
ウ
シ
グ
は
伝
え
て
い
る
。

・
一
九
一
一
．
三
．
九
　

ロ
ー
ウ
ェ
ル
→
鎌
田（

（4
（

　

ロ
ー
ウ
ェ
ル
は
鎌
田
に
右
の
タ
ウ
シ
グ
書
簡
を
同
封
し
、
レ
イ
を
正
式
に
推
薦
す
る
書
簡
を
送
っ
た
。

・
一
九
一
一
．
四
．
一
八
　

鎌
田
→
ロ
ー
ウ
ェ
ル（

（4
（

　

鎌
田
は
ロ
ー
ウ
ェ
ル
宛
に
「Ray com
e K

am
ada

」
と
電
報
を
打
っ
た
。
急
ぎ
で
承
知
と
同
意
の
意
を
伝
え
た
い
旨
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

・
一
九
一
一
．
四
．
一
九
　

レ
イ
→
ロ
ー
ウ
ェ
ル（

（4
（

　

レ
イ
が
ロ
ー
ウ
ェ
ル
に
、
契
約
条
件
に
問
題
等
が
な
け
れ
ば
、
特
に
向
こ
う
か
ら
電
報
を
打
つ
必
要
は
な
く
、
喜
ん
で
慶
應
義
塾

大
学
の
提
案
を
引
き
受
け
る
と
記
し
て
い
る
。
ロ
ー
ウ
ェ
ル
が
鎌
田
の
電
報
の
事
を
レ
イ
に
伝
え
て
い
て
、
そ
れ
に
対
す
る
レ
イ
の

返
信
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
一
九
一
一
．
四
．
二
五
　

慶
應
義
塾
評
議
員
会

　

四
月
二
五
日
午
後
四
時
半
に
交
詢
社
で
開
か
れ
た
慶
應
義
塾
評
議
員
会
に
お
い
て
、
議
案
第
四
十
四
号
と
し
て
「
大
学
部
理
財
科

担
任
教
師
レ
ー
氏
招
聘
ノ
件
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
そ
の
説
明
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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ヴ
ィ
カ
ー
ス
氏
後
任
ト
シ
テ
米
国
ハ
ア
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
総
長
ロ
ー
ウ
エ
ル
氏
推
薦
ニ
係
ル
同
大
学
出
身
マ
ス
タ
ー
、
ヲ
ブ
、
ア
ー
ツ
、

レ
ー
氏
ヲ
左
記
条
件
ニ
依
リ
傭
聘
セ
ン
ト
ス

一　

担
任
学
科　

経
済
学
原
理
及
ヒ
経
済
学
史

一　

授
業
時
間　

一
周
十
五
時
間
以
内

一　

俸
給
額　

初
年
年
俸
三
千
六
百
円　

二
年
目
年
俸
三
千
九
百
円　

三
年
目
年
俸
四
千
二
百
円

一　

旅
費　

来
朝
ノ
際
六
百
円
ヲ
給
シ
満
期
帰
国
際
六
百
円
を
給
ス

一　

契
約
期
間　

三
ヶ
年

一　

住
宅
料　

月
七
十
円

満
期
後
双
方
ノ
合
意
ニ
依
り
本
契
約
ヲ
継
続
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

右
可
決（

（4
（

レ
イ
が
要
求
し
て
い
た
住
宅
支
援
が
、
契
約
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

・
一
九
一
一
．
九
．
一
六
　

鎌
田
→
ロ
ー
ウ
ェ
ル（

（4
（

　

レ
イ
が
無
事
に
仕
事
に
着
手
し
た
こ
と
を
伝
え
、
推
薦
の
お
礼
を
述
べ
て
い
る
。

四
、
慶
應
・
ハ
ー
バ
ー
ド
関
係
を
巡
る
幾
つ
か
の
示
唆
点

　

以
上
、「
ロ
ー
ウ
ェ
ル
・
慶
應
関
係
文
書
」
を
通
し
て
、
一
九
一
一
年
に
慶
應
義
塾
大
学
に
赴
任
し
た
レ
イ
の
招
聘
過
程
に
つ
い
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て
眺
め
た
。
関
連
す
る
い
く
つ
か
の
示
唆
点
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。

（
一
）
給
与

　

ま
ず
金
額
的
な
側
面
を
検
討
す
る
と
、
レ
イ
の
給
与
が
極
め
て
良
い
条
件
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
あ
る
。

　

当
時
慶
應
義
塾
の
給
与
明
細
を
見
る
と
、
レ
イ
に
は
一
九
一
一
年
九
月
か
ら
一
九
一
四
年
八
月
ま
で
、
毎
月
給
与
三
〇
〇
～
三
五

〇
円
（
契
約
条
件
に
従
っ
て
毎
年
昇
給
）
と
宅
料
七
〇
円
が
支
給
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
一
九
一
四
年
一
月
か
ら
七
月
の
間
に
は
詳
細
が

定
か
で
な
い
毎
月
一
一
五
円
（
一
〇
〇
円
＋
一
五
円
）
の
金
額
が
追
加
で
支
給
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
備
考
欄
に
は
、
契
約
条
件

の
一
つ
で
あ
る
「
旅
費
金
六
百
円
」
以
外
に
、「
手
当
金
貮
百
五
拾
円
」
が
支
給
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
当
時
の
銀
行
員
初
任
給
が
月
四
〇

円
、
公
務
員
初
任
給
が
月
五
五
円
、
巡
査
初
任
給
が
月
一
五
円
、
小
学
校
教
員
初
任
給
が
月
一
二
～
二
〇
円
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
（
（4
（

、
レ
イ
の
給
与
が
ど
れ
だ
け
高
額
で
あ
っ
た
か
が
推
測
で
き
る
。
給
与
以
外
の
「
福
利
厚
生
」
の
面
で
も
、
レ
イ
が
受
領
し
た
住

宅
支
援
金
七
〇
円
は
、
当
時
東
京
の
平
均
家
賃
が
五
二
〇
銭
で
あ
っ
た
こ
と（

（4
（

を
考
え
る
と
非
常
に
高
い
金
額
で
、
ま
た
、
一
九
一
九

年
の
時
点
で
横
浜
―
シ
ア
ト
ル
間
の
旅
客
船
の
平
均
運
賃
が
約
一
四
〇
円
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と（

（4
（

、
旅
費
と
し
て
支
給
さ
れ
た
六

〇
〇
円
も
相
当
な
金
額
に
あ
た
る
。

　

当
時
の
慶
應
義
塾
大
学
部
教
員
の
給
与
状
況
か
ら
比
較
し
て
も
、
レ
イ
の
雇
用
条
件
は
格
別
な
も
の
と
言
え
る
。
戸
村
理
は
『
戦

前
期
早
稲
田
・
慶
應
の
経
営
』
に
お
い
て
一
九
一
二
年
に
お
け
る
大
学
部
教
員
の
処
遇
と
負
担
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
り
、
そ
れ
に

よ
る
と
、
慶
應
教
員
の
年
間
給
与
中
央
値
は
八
四
〇
円
で
、
レ
イ
よ
り
高
い
給
与
を
受
領
し
て
い
る
人
は
マ
ク
ラ
レ
ン
し
か
い
な
い（

（5
（

。

日
本
人
教
員
で
最
も
給
与
の
高
か
っ
た
法
律
科
の
神
戸
寅
次
郎
の
月
給
が
一
五
五
円
で
、
理
財
科
で
い
う
と
堀
江
帰
一
や
気
賀
勘
重

の
月
給
が
一
四
五
円
だ
っ
た
の
で
あ
る（

（5
（

。
専
任
教
員
で
あ
っ
た
彼
ら
の
給
与
は
時
給
で
換
算
す
る
と
約
三
円
で（

（5
（

、
当
時
時
間
制
教
師

で
あ
っ
た
福
田
徳
三
や
美
濃
部
達
吉
の
給
与
が
そ
れ
よ
り
高
い
「
一
時
間
金
四
円
ノ
割
リ
」
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が（

（5
（

、
レ
イ
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の
給
与
を
時
給
で
換
算
す
る
と
、
五
・
四
一
円
に
あ
た
る
。

　

戸
村
は
、
当
時
慶
應
で
は
外
国
人
教
員
を
厚
遇
す
る
形
で
教
育
課
程
を
運
営
し
て
い
た
と
ま
と
め
て
お
り（

（5
（

、
確
か
に
レ
イ
を
含
め

て
、
当
時
二
〇
〇
円
以
上
の
月
給
を
受
領
す
る
上
位
五
人
は
全
て
西
洋
人
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
慶
應
義
塾
の
「
外
国
人
教
職
員
情

報
（
（5
（

」
に
よ
る
と
、
一
八
九
九
～
一
九
一
四
年
の
間
に
赴
任
し
た
外
国
人
教
員
四
一
名
の
中
、
月
給
三
〇
〇
円
以
上
を
受
領
し
た
人
は

ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ス
、
マ
ク
ラ
レ
ン
、
レ
イ
、
ブ
カ
ナ
ン
（D

aniel H
ouston Buchanan

）、
ホ
イ
ッ
ト
ナ
ッ
ク
（Ralph Cahoon 

W
hitnack

）
の
五
人
の
み
で
、
こ
れ
ら
の
人
物
は
全
て
ハ
ー
バ
ー
ド
出
身
で
あ
る
。
外
国
人
教
員
の
中
で
も
、
レ
イ
を
含
む
ハ
ー

バ
ー
ド
絡
み
の
人
物
に
対
す
る
処
遇
は
、
別
格
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
二
）「
絆
」
の
構
想

　

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
た
上
で
も
う
一
つ
注
目
し
た
い
点
は
、
慶
應
が
ハ
ー
バ
ー
ド
出
身
の
招
聘
教
員
に
対
し
て
、
金
銭
以
上

の
「
絆
」
を
示
唆
す
る
よ
う
な
待
遇
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
述
し
た
福
沢
の
「
分
校
」
構
想
の
名
残
、
あ
る
い
は

延
長
線
で
あ
る
可
能
性
を
も
示
唆
す
る
。

　

改
め
て
慶
應
・
ハ
ー
バ
ー
ド
間
の
教
員
招
聘
の
流
れ
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
福
沢
と
エ
リ
オ
ッ
ト
の
話
し
合
い
を
通
し
て
、
三
名

の
ハ
ー
バ
ー
ド
出
身
者
が
初
代
大
学
部
教
員
と
し
て
赴
任
し
た
。
そ
の
う
ち
経
済
学
科
（
理
財
科
）
に
赴
任
し
た
ド
ロ
ッ
パ
ー
ス
の

後
任
と
し
て
、
鎌
田
と
エ
リ
オ
ッ
ト
の
話
し
合
い
を
経
て
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ス
が
赴
任
す
る
。
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ス
の
後
任
と
し
て
は
、
レ
イ

が
赴
任
し
た
。
本
稿
で
は
割
愛
し
て
い
る
が
、
以
後
、
レ
イ
の
後
任
と
し
て
ホ
イ
ッ
ト
ナ
ッ
ク
が
赴
任
し
、
ホ
イ
ッ
ト
ナ
ッ
ク
の
後

任
と
し
て
ブ
カ
ナ
ン
が
赴
任
し
て
い
る
。
彼
ら
は
皆
、
レ
イ
と
同
様
の
選
任
過
程
を
経
て
慶
應
に
赴
任
し
た
ハ
ー
バ
ー
ド
出
身
の
教

員
で
あ
る
。
ド
ロ
ッ
パ
ー
ス
→
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ス
→
レ
イ
→
ホ
イ
ッ
ト
ナ
ッ
ク
→
ブ
カ
ナ
ン
と
い
う
招
聘
教
員
の
系
譜
が
出
来
上
が
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
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「
ロ
ー
ウ
ェ
ル
・
慶
應
関
係
文
書
」
に
は
本
稿
で
取
り
上
げ
た
一
九
〇
九
～
一
九
一
四
年
間
の
資
料
以
外
に
も
、「
一
九
一
四
―
一

九
一
七
」、「
一
九
一
七
―
一
九
一
九
」、「
一
九
一
九
―
一
九
二
二
」、「
一
九
二
八
―
一
九
三
〇
」
の
資
料
も
収
め
ら
れ
て
お
り（

（5
（

、
そ

こ
に
は
ホ
イ
ッ
ト
ナ
ッ
ク
や
ブ
カ
ナ
ン
の
選
任
過
程
が
表
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
皆
書
類
上
の
正
式
な
「
後
任
者
」
と
し
て
赴
任
し
て

お
り
、
福
沢
が
一
八
九
八
年
最
初
に
定
め
た
契
約
条
件
を
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
慶
應
・
ハ
ー
バ
ー
ド
間

の
教
員
招
聘
は
、
総
長
同
士
と
い
っ
た
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
か
ら
行
わ
れ
た
人
事
で
あ
り
、
か
つ
決
ま
っ
た
形
式
を
と
っ
て
い
る
、
公
式

的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
近
い
形
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

慶
應
義
塾
の
評
議
員
会
議
事
録
を
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
教
員
に
対
す
る
特
別
扱
い
が
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ス
の
退

任
時
に
評
議
員
会
で
は
、「
本
年
限
解
約
、
金
千
円
贈
与　

大
学
部
教
師　

イ
、
エ
ッ
チ
、
ヴ
ィ
カ
ー
ス
」
と
報
告
が
挙
が
り
、「
右

ヴ
ィ
カ
ー
ス
教
授
贈
与
金
ヲ
弐
千
円
ニ
増
加
修
正
シ
其
他
原
按
ノ
通
可
決
ス
、
尚
左
ノ
二
項
ヲ
決
議
セ
リ
」
と
し
て
い
る
。「
左
ノ

二
項
」
と
は
、「
義
塾
ニ
於
テ
ヴ
ィ
カ
ー
ス
教
授
及
同
夫
人
ノ
為
メ
ニ
送
別
会
ヲ
開
キ
福
沢
社
頭
ヲ
座
長
ト
シ
評
議
員
及
夫
人
出
席

ス
ル
コ
ト
」「
ヴ
ィ
カ
ー
ス
教
授
ニ
其
功
労
を
表
彰
ス
ル
謝
状
ヲ
贈
ル
コ
ト
但
此
謝
状
ヲ
作
ル
コ
ト
ハ
理
事
者
ニ
委
任
ス
ル
コ
ト（

（5
（

」

で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
円
に
増
額
し
た
贈
与
金
と
感
謝
状
、
送
別
会
を
賜
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
レ
イ
の
退
任
の
際
に
も
、

評
議
会
で
は
「
大
学
部
教
授
レ
ー
氏
贈
金
ノ
件
」
が
議
論
さ
れ
、
二
五
〇
円
の
贈
金
が
贈
呈
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
ホ
イ
ッ
ト
ナ
ッ
ク
の
退

任
の
際
に
も
贈
与
金
二
五
〇
円
が
、
ブ
カ
ナ
ン
の
退
任
の
際
に
は
慰
労
金
三
〇
〇
〇
円
が
贈
与
さ
れ
た（

（5
（

。

五
、
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、「
ロ
ー
ウ
ェ
ル
・
慶
應
関
係
文
書
一
九
一
九
―
一
九
一
四
」
資
料
を
中
心
に
、
一
九
一
一
年
慶
應
に
赴
任
し
た
レ
イ

の
具
体
的
な
選
任
過
程
に
つ
い
て
眺
め
た
。
そ
の
上
で
、
大
学
部
設
立
当
初
か
ら
続
い
た
教
員
招
聘
を
巡
る
慶
應
・
ハ
ー
バ
ー
ド
関
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係
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
。

　

資
料
分
析
を
通
し
て
、
レ
イ
の
選
任
が
容
易
な
作
業
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
様
々
な
候
補
者
が
議
論
さ
れ
た
こ
と
、
選
任
に
あ

た
っ
て
は
日
本
を
経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
働
き
、
経
験
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
重
視
し
て
い
た
こ
と

が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
総
長
同
士
の
話
し
合
い
を
通
じ
て
、
慶
應
は
恒
例
の
よ
う
に
、
決
ま
っ
た
形
で
ハ
ー
バ
ー
ド
か
ら
教
員
を

招
聘
し
て
い
て
、
そ
れ
は
極
め
て
良
い
契
約
条
件
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

　

福
沢
が
慶
應
義
塾
を
ハ
ー
バ
ー
ド
の
「
分
校
」
に
し
た
い
と
述
べ
る
ほ
ど
、
慶
應
が
ハ
ー
バ
ー
ド
と
の
交
流
を
重
視
し
て
い
た
こ

と
は
、
慶
應
側
の
資
料
か
ら
確
認
で
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ハ
ー
バ
ー
ド
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
ど
う
い
っ
た
考
え
を
持
っ
て

い
た
か
を
究
明
す
る
こ
と
が
、
慶
應
・
ハ
ー
バ
ー
ド
関
係
に
お
け
る
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
前
述
し
た
福
沢

の
「
分
校
」
構
想
に
対
し
て
エ
リ
オ
ッ
ト
は
、「
受
験
生
は
郵
便
事
情
の
た
め
結
果
を
知
る
ま
で
に
最
低
六
週
間
も
か
か
る
と
い
う

こ
と
」
が
「
た
っ
た
一
つ
不
便
」
で
あ
る
と
し
、「
将
来
に
お
け
る
慶
應
義
塾
と
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
貴
方
が

す
で
に
実
行
ま
た
は
提
案
し
て
い
る
方
法
を
進
め
て
い
け
ば
長
く
待
た
ず
と
も
自
然
に
発
展
す
る
と
私
は
確
信
し
て
い
る（

（6
（

」
と
返
信

し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
対
応
は
確
認
で
き
ず
、
福
沢
の
構
想
が
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
教
員
の
招
聘
以
外
に
も
、
福

沢
は
慶
應
義
塾
と
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
間
で
留
学
の
た
め
の
特
別
な
協
定
を
結
ぶ
こ
と
を
模
索
し
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
大
学
部
第

一
期
生
の
池
田
成
彬
（
の
ち
、
日
銀
総
裁
）
も
ハ
ー
バ
ー
ド
に
入
学
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
協
定
も
実
現
し
な
か
っ
た（

（6
（

。
本
稿

で
は
そ
の
試
み
の
一
環
と
し
て
ハ
ー
バ
ー
ド
側
の
資
料
を
一
部
紹
介
し
て
い
る
が
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
に
は
「
ロ
ー

ウ
ェ
ル
・
慶
應
関
係
文
書
」
以
外
に
も
「
エ
リ
オ
ッ
ト
関
係
文
書
」
や
、
レ
イ
の
招
聘
作
業
を
実
質
的
に
担
当
し
た
「
タ
ウ
シ
グ
関

係
文
書
」、
鎌
田
が
候
補
者
と
し
て
望
ん
で
い
た
「
ホ
ル
コ
ム
関
係
文
書
」
等
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
検
討
す
る

こ
と
で
、
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
慶
應
・
ハ
ー
バ
ー
ド
関
係
の
全
体
像
、
さ
ら
に
は
私
立
大
学
に
お
け
る
外
国
人
教
員
招
聘
過
程

の
様
相
を
詳
し
く
掴
む
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
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今
後
の
課
題
と
し
て
最
後
に
も
う
一
つ
を
加
え
る
と
、
一
連
の
レ
イ
招
聘
過
程
で
大
き
な
役
割
を
担
当
し
た
慶
應
所
属
の
マ
ク
ラ

レ
ン
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
な
る
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
マ
ク
ラ
レ
ン
は
、
ド
ロ
ッ
パ
ー
ス
→
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ス
→
レ
イ

→
ホ
イ
ッ
ト
ナ
ッ
ク
→
ブ
カ
ナ
ン
に
つ
な
が
る
ル
ー
ト
を
経
て
い
な
い
が
、
彼
ら
と
同
様
の
契
約
条
件
で
慶
應
に
赴
任
し
た
ハ
ー

バ
ー
ド
出
身
者
で
あ
る
。
彼
は
福
沢
や
鎌
田
、
エ
リ
オ
ッ
ト
の
書
簡
に
登
場
す
る
こ
と
は
な
く
、
赴
任
の
経
緯
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
い
な
い
。
レ
イ
の
事
例
か
ら
み
て
、
彼
が
仲
介
役
と
し
て
慶
應
と
ハ
ー
バ
ー
ド
の
間
に
立
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
た
め
、

マ
ク
ラ
レ
ン
の
赴
任
経
緯
へ
の
さ
ら
な
る
研
究
は
、
慶
應
・
ハ
ー
バ
ー
ド
関
係
の
さ
ら
な
る
詳
細
を
究
明
で
き
る
糸
口
の
一
つ
に
な

り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
）　

本
稿
は
、
福
沢
諭
吉
記
念
慶
應
義
塾
学
事
振
興
基
金
に
よ
る
研
究
成
果
で
あ
る
。

（
2
）　

東
京
大
学
編
『
学
問
の
ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー
』（『
東
京
大
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
五
、
学
問
の
過
去
・
現
在
・
未
来
、
第
一
部
』、
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
）、
四
一
七
頁
。

（
3
）　

明
治
初
期
に
お
け
る
政
府
雇
用
の
外
国
人
の
数
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
中
村
赳
「
御
雇
外
国
人
の
研
究
―
と
く
に
数
の
考
察
」

（『
法
政
史
学
』
第
一
六
号
、
一
九
六
四
年
）
を
、
中
期
以
降
の
外
国
人
教
師
雇
用
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
大
野
延
胤
「
明
治
後
半
期

に
お
け
る
外
国
教
師
」（『
学
習
院
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
二
〇
号
、
一
九
八
二
年
）
等
を
参
照
。

（
4
）　

三
好
信
浩
『
日
本
教
育
の
開
国
―
外
国
教
師
と
近
代
日
本
』（
福
村
出
版
、
一
九
八
六
年
）、
四
七
頁
。

（
5
）　U

niversities and Colleges -- K
eiogijuku 

（Japan

）. Records of the President of H
arvard U

niversity, A
bbott 

Law
rence Low

ell, U
A

I 5.160.x, U
A

I 5.160, 

［Series 1909-1914
］ U

A
I 5.160, Box 49, Folder num

ber: 1453. H
arvard 

U
niversity A

rchives.

（
以
下
、「Low

ell-K
eio 1909-1914, Box 49, Folder 1453

」）

（
6
）　

慶
應
義
塾
の
大
学
部
設
置
を
巡
っ
て
は
、「
大
学
部
は
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
助
け
が
な
け
れ
ば
、
誕
生
し
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
」（
清
岡
暎
一
編
『
慶
應
義
塾
大
学
部
の
誕
生
―
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
よ
り
の
新
資
料
』（
慶
應
義
塾
、
一
九
八
三
年
）、
ⅶ
頁
）
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と
評
さ
れ
る
ほ
ど
、
ナ
ッ
プ
を
含
む
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
会
関
係
者
た
ち
も
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。
福
沢

と
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
会
と
大
学
部
設
置
と
の
関
係
に
関
し
て
は
、
白
井
堯
子
『
福
沢
諭
吉
と
宣
教
師
た
ち
―
知
ら
れ
ざ
る
明
治
期
の
日
英

関
係
』（
未
來
社
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。

（
7
）　

小
川
原
正
道
『
慶
應
義
塾
の
近
代
ア
メ
リ
カ
留
学
生
―
文
明
の
「
知
」
を
求
め
た
明
治
の
冒
険
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇

二
三
年
）、
一
三
五
頁
。

（
8
）　

一
八
八
九
年
四
月
日
未
詳
エ
リ
オ
ッ
ト
宛
福
沢
諭
吉
書
簡
（
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
六
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二

年
、
一
三
三
―
一
三
六
頁
）。
日
本
語
訳
は
前
掲
『
慶
應
義
塾
大
学
部
の
誕
生
』、
三
五
頁
。

（
9
）　

一
八
九
八
年
一
月
二
六
日
付
エ
リ
オ
ッ
ト
宛
福
沢
諭
吉
書
簡
（
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
九
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇

三
年
、
一
二
―
一
五
頁
）。
日
本
語
訳
は
前
掲
『
慶
應
義
塾
大
学
部
の
誕
生
』、
一
〇
一
―
一
〇
二
頁
。

（
10
）　

一
八
九
八
年
六
月
九
日
付
エ
リ
オ
ッ
ト
宛
福
沢
諭
吉
書
簡
（
前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
九
巻
、
三
二
―
三
三
頁
）。
日
本
語
訳

は
前
掲
『
慶
應
義
塾
大
学
部
の
誕
生
』、
一
〇
四
―
一
〇
五
頁
。

（
11
）　

一
八
九
八
年
八
月
五
日
付
エ
リ
オ
ッ
ト
宛
鎌
田
栄
吉
書
簡
（
前
掲
『
慶
應
義
塾
大
学
部
の
誕
生
』、
一
〇
五
―
一
〇
六
頁
）。

（
12
）　

池
田
幸
弘
・
小
室
正
紀
編
『
近
代
日
本
と
経
済
学
―
慶
應
義
塾
の
経
済
学
者
た
ち
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
）、
一

四
頁
。

（
13
）　Low

ell-K
eio 1909-1914, Box 49, Folder 1453.

（
14
）　

鎌
田
は
書
簡
で
「H
olcom

b

」
と
記
し
て
い
る
が
、
当
時
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
名
簿
等
か
ら
見
て
「H

olcom
be

」
と
考
え
ら
れ
る
。

（
15
）　T

he H
arvard U

niversity Catalogue. 1907-1908, Cam
bridge: Published by the U

niversity, 1908, p. 295

（
16
）　Charles Phillips H

use, T
he financial history of Boston from

 M
ay 1, 1822, to January 31, 1909, Cam

bridge: 
H

arvard U
niversity Press, 1916, pp. ix, 395

）

（
17
）　T
he H

arvard U
niversity Catalogue. 1910-1911, Cam

bridge: Published by the U
niversity, 1911, p. 28�

（
18
）　Ibid., p. 284

（
19
）　Ibid., p. 345

（
20
）　Ibid., p. 343
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（
21
）　H

arvard U
niversity. R

eports of the President and the T
reasurer of H

arvard College 1905-1906, Published by 
the U

niversity, 1907, p. 152
（
22
）　T

he H
arvard U

niversity Catalogue. 1909-1910, Cam
bridge: Published by the U

niversity, 1910, p. 296

（
23
）　T

he H
arvard U

niversity Catalogue. 1906-1907, Cam
bridge: Published by the U

niversity, 1907, p. 272

（
24
）　Ibid., p. 263

（
25
）　T

he H
arvard U

niversity Catalogue. 1907-1908, p. 122, 263. T
he H

arvard U
niversity Catalogue. 1908-1909, 

Cam
bridge: Published by the U

niversity, 1909, p. 122, 264, 271.

（
26
）　T

he H
arvard U

niversity Catalogue. 1910-1911, p. 29, 236.

（
27
）　Ibid., p. 340

（
28
）　“A

rthur H
. H

olcom
be, H

arvard Leader, D
ies”, N

ew
 Y

ork T
im

es, 1977. 12. 14, p. 51.

記
事
に
は
「H

」
と
表
記
さ
れ
て

い
る
が
、
略
歴
か
ら
み
て
明
ら
か
に
「N

」
の
間
違
い
で
あ
る
。

（
29
）　T

he H
arvard U

niversity Catalogue. 1906-1907, p. 471, T
he H

arvard U
niversity Catalogue. 1909-1910, p. 377

（
30
）　Low

ell-K
eio 1909-1914, Box 49, Folder 1453.

（
31
）　Low

ell-K
eio 1909-1914, Box 49, Folder 1453.

（
32
）　T

he H
arvard U

niversity Catalogue. 1908-1909, p. 295

（
33
）　

前
掲
『
近
代
日
本
と
経
済
学
』、
一
五
頁
。

（
34
）　Low

ell-K
eio 1909-1914, Box 49, Folder 1453.

（
35
）　Ibid.

（
36
）　Ibid.

（
37
）　Ibid.

（
38
）　

以
上
の
ヘ
イ
ル
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、N

eil D
uxbury, R

obert H
ale and the E

conom
y of Legal Force, T

he M
odern 

Law
 Review

 V
ol. 53, N

o. 4�

（Jul. 1990

）, p. 422

を
参
照
。

（
39
）　Low

ell-K
eio 1909-1914, Box 49, Folder 1453.



326

法学研究 97 巻 1 号（2024：1）

（
40
）　Ibid.

（
41
）　Ibid.

（
42
）　Ibid.

（
43
）　Ibid.

（
44
）　

一
九
一
一
年
四
月
二
五
日
付
「
第
八
期
第
十
九
回
慶
應
義
塾
評
議
員
会
議
事
録
」（「
明
治
・
大
正
期
慶
應
義
塾
評
議
員
会
議
事
録
」、

慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
45
）　Low

ell-K
eio 1909-1914, Box 49, Folder 1453.

（
46
）　
「
給
料
カ
ー
ド
」「
本
塾
教
師　

Robert Jackson Ray

」（
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
47
）　

そ
れ
ぞ
れ
、
週
刊
朝
日
編
『
値
段
史
年
表
：
明
治
・
大
正
・
昭
和
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
八
年
）、
五
一
頁
、
六
七
頁
、
九
一
頁
、

九
二
頁
。

（
48
）　

前
掲
『
値
段
史
年
表
』、
一
九
八
頁
。

（
49
）　

日
本
経
営
史
研
究
所
編
『
日
本
郵
船
百
年
史
資
料
／
日
本
経
営
史
研
究
所
編
』（
日
本
郵
船
、
一
九
八
八
年
）、
七
七
〇
頁
。

（
50
）　

戸
村
理
『
戦
前
期
早
稲
田
・
慶
應
の
経
営
―
近
代
日
本
私
立
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
教
育
と
財
務
の
相
克
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
一
七
）、
一
三
八
頁
、
一
四
一
頁
。

（
51
）　

前
掲
『
戦
前
期
早
稲
田
・
慶
應
の
経
営
』、
一
四
一
頁
。

（
52
）　

前
掲
『
戦
前
期
早
稲
田
・
慶
應
の
経
営
』、
一
四
一
頁
。

（
53
）　
「
給
料
カ
ー
ド
」「
福
田
徳
三
」「
美
濃
部
達
吉
」（
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
54
）　

前
掲
『
戦
前
期
早
稲
田
・
慶
應
の
経
営
』、
一
四
三
～
一
四
四
頁
。

（
55
）　

慶
應
義
塾
一
五
〇
年
史
資
料
集
編
集
委
員
会
編
『
教
職
員
・
教
育
体
制
資
料
集
成
』（『
慶
應
義
塾
一
五
〇
年
史
資
料
集
』
二　
基
礎

資
料
編
、
慶
應
義
塾
、
二
〇
一
六
年
）、
一
二
六
六
～
一
二
七
三
頁
。

（
56
）　

た
だ
、「
一
九
一
四
―
一
九
一
七
」
の
資
料
に
関
し
て
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
で
は
存
在
し
て

い
る
が
、
実
際
に
現
地
で
閲
覧
申
請
を
し
た
と
こ
ろ
「
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
」
と
の
こ
と
で
閲
覧
が
で
き
な
か
っ
た
（
閲
覧
申
請
日
：
二

〇
二
二
年
八
月
二
三
日
）。
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（
57
）　

一
九
一
〇
年
一
一
月
一
五
日
付
「
第
八
期
第
十
四
回
慶
應
義
塾
評
議
員
会
議
事
録
」（「
明
治
・
大
正
期
慶
應
義
塾
評
議
員
会
議
事

録
」、
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
58
）　

一
九
一
四
年
六
月
一
六
日
付
「
第
九
期
第
九
回
慶
應
義
塾
評
議
員
会
議
事
録
」（「
明
治
・
大
正
期
慶
應
義
塾
評
議
員
会
議
事
録
」、

慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
59
）　

前
掲
『
教
職
員
・
教
育
体
制
資
料
集
成
』、
一
二
七
二
頁
。

（
60
）　

前
掲
『
慶
應
義
塾
大
学
部
の
誕
生
』、
四
三
頁
。

（
61
）　

前
掲
『
慶
應
義
塾
の
近
代
ア
メ
リ
カ
留
学
生
』、
一
三
六
頁
。
ま
た
、
池
田
成
彬
の
ア
メ
リ
カ
留
学
を
巡
る
詳
し
い
研
究
に
つ
い
て

は
、
小
川
原
正
道
「
池
田
成
彬
と
ア
メ
リ
カ
―
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
留
学
期
を
中
心
に
―
」（『
法
学
研
究
』
第
九
六
巻
第
九
号
、
二
〇
二
三

年
）
を
参
照
。




